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総合計画策定の趣旨総合計画策定の趣旨

1. 策定の趣旨
●　まちの将来像を明らかにし、その実現に向けた基本的方向を示すため、新しい「第９期根
　　室市総合計画」を策定しました。

●　本市は、これまで第８期根室市総合計画（平成17年策定）に基づき、「協働※を合言葉に市
　　民とともに創る活気にあふれる住みよいまち根室」の実現を目指し、総合的かつ計画的に
　　各種の施策を推進してきました。

●　新しい総合計画は、前回計画が平成26年度で期間終了となることから、社会経済情勢の
　　変化など時代の潮流を見据え、将来のあるべき姿と進むべき方向についての基本的な指
　　針として策定したものです。

2. 計画の位置付け
●　本計画は、まちの将来像と長期的なまちづくりの基本目標を掲げ、その実現に向けた幅
　　広い分野の施策の基本的方向や体系を示した上で、市民と行政が、ともに考えともに行
　　動する協働のまちづくりを進めていくための計画です。

●　また、行政運営を総合的かつ計画的に進めるための最上位計画であり、各行政分野の個
　　別計画※や施策は、この計画に即して展開されるものです。

3.  計画の区域・範囲
●　計画の区域は、原則として市域を対象としており、関連する国・北海道等の計画や施策事
　　業との整合に留意するとともに、必要に応じて広域的な視点に立っています。

□ 市民と行政が、ともに考えともに行動する協働のまちづくり計画
□ 各分野の個別計画や施策の展開方向を示す行政運営の最上位計画

※協　　働：市民をはじめとした民間の様々な主体が自発的に地域の課題に取り組む「新しい公共」と、行政による「制度化された公共」が対
　　　　　 等な立場で参画かつ連携し、公共の役割を担っていく「新しい公共観」に立ったまちづくりを進める過程のこと。

※個別計画：根室市には５０を超える個別計画があり、保健、医療、福祉、経済などの幅広い行政分野毎に法令や市が独自に策定する計画の
　　　　　 こと。（詳細は資料編「２．分野別個別計画等一覧」を参照）

序論
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序論「総合計画策定の趣旨」
１．策定の趣旨～4．計画の構成と期間

4. 計画の構成と期間

計画の構成

計画の期間

 

          

基本構想

基本計画

実施計画

※ローリング方式：現実と長期計画のずれを埋めるために、事業の見直しや部分的修正を、毎年度転がすように定期的に行う手法のこと。

　　　　　　　 目標年次：平成37年（2025年）

まちづくりの基本理念であり、将来都市像及び政策目標などの大綱を示すもの

　　　　　　　 期間：10年間（平成27年度～平成36年度）

基本構想に基づく市政の基本的な計画であり、政策目標を踏まえた施策の具体的な方
策や成果指標を体系的に示すもの（重点プロジェクト、分野別計画で構成）

　　　　　　　 期間：直近3年間（ローリング方式※で毎年度見直し）

基本計画に基づく財源の裏付けを伴う市政の具体的な計画であり、施策を実現するた
めの事務事業を示すもの

基本構想

基本計画

実施計画

施策・事務事業

総
合
計
画

基本構想 目標年次 ： 平成37年

基本計画 平成27年度～平成36年度

実施計画（第1次）

実施計画（第2次） ローリング方式（毎年度見直し）見直し

見直し 実施計画（第3次）

個

別

計

画

ビ
ジ
ョ
ン

実
行
戦
略

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度
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5. 策定の取組み指針
本計画は、平成37年を目標年次とする「まちの将来像」を描き、その将来像を実現する
ための目標を定めるとともに、次に掲げる６つの指針に基づき策定しています。

指針① 「実行性ある計画」

“策定”重視 “実行”重視

●　将来展望を持った自主的・自立的な行財政運営方針の基礎となる「実行性あ
　　る計画」を策定します。

●　財政面での持続可能性、個別計画との整合性及び進捗管理のあり方も見据
　　えた計画を策定します。

●　従来５年としていた実施計画の期間を、直近３年間のローリング方式で毎年
　　度見直すものとし、予算編成の指針として経営的視点に立った計画を策定し
　　ます。

指針② 「市民目線でメリハリのある計画」

総花的 重点的

●　市民ニーズが複雑化・多様化する中、厳しい財政状況や費用対効果等を念頭
　　に置き、優先課題や重点プロジェクトを明確に示すとともに、市民目線で分か
　　りやすく「メリハリのある計画」を策定します。

指針③ 「市民が達成度を評価できる計画」

●　将来の展望を見据えたまちづくり目標を、客観指標、市民満足度指標等の成
　　果指標を用いて基本計画で明確化し、市民がその成果や「達成状況を評価で
　　きる計画」を策定します。

“スローガン”型 “成果指向”型
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序論「総合計画策定の趣旨」
５． 策定の取組み指針

指針④ 「将来世代を重視する計画」

造る（ハード） 創る（ソフト）

●　人口減少の進行に伴う将来世代の負担増へ配慮し、人口動態や年齢構成の
　　変化に応じた集約型のまちづくりや、機能複合型の公共投資など、「将来世代
　　を重視する計画」を策定します。

●　従来の公共投資の蓄積を有効活用するとともに、ソフト施策の充実を図る計
　　画を策定します。

●　少子高齢化が急速に進行する中、まち全体で子どもの成長を支え、また、子
　　どもの笑顔が高齢者の生きがいを創り、まち全体の「一体感が醸成できる計
　　画」を策定します。

●　たぐいまれな自然を未来につなぐため、環境負担の軽減を考慮し、将来にわ
　　たり「自然と共生できるまちづくり計画」を策定します。

指針⑤ 「市民一人ひとりをつなぎ、協働する計画」

行政・議会主導 市民参画・市民協働

●　市民や地域団体、事業者など、まちづくりのあらゆる主体が活躍し、参画・協
　　働を重視する「市民一人ひとりをつなぎ、協働する計画」を策定します。

●　地域懇談会や市民意識調査などを通じた市民ニーズの把握とともに、まちづ
　　くり市民会議など市民の提案・意向を尊重した、あらゆる市民の「共通ビジョ
　　ンとなる計画」を策定します。

指針⑥ 「誰にでも分かりやすく、目で見る計画」

専門性 見やすさ・分かりやすさ

●　一般的な総論や専門用語の多用を避け、絵やフロー図、分析グラフ等を多く
　　用いて、「誰にでも分かりやすい計画」を策定します。

●　単元毎に見開き構成とするなど、細部にわたって見やすい、市民が親しみを
　　もてる編集を重視し、「誰にでも見やすい計画」を策定します。 
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6. 根室市の現状

世帯数及び世帯当たりの人数推移

根室市の人口推移

（１）人口

人口は、昭和50年（1975年）国勢調査の45,817人をピークに、出生数の低下や転出者の増
加などにより減少傾向が続き、平成22年（2010年）には、29,201人となっています。

世帯数は、昭和50年（1975年）以降は、12,000世帯台で推移していましたが、人口と比例
して減少し、平成22年（2010年）に12,000世帯を下回り、また、1世帯当たりの人数も核家族
化や単身世帯の増加により、平成７年（1995年）に３人を割り込むなど、引き続き減少傾向にあり
ます。

（資料：国勢調査、住民基本台帳）

（資料：国勢調査）
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序論「総合計画策定の趣旨」
６．根室市の現状 ― （１）人口

年齢3区分別人口割合の推移

社会動態の推移

人口動態は、平成12年（2000年）に出生数が死亡数を下回ってから、その差は年々広がり、
人口減少の要因が社会減から自然減へと変わっています。

人口の年齢構成比は、老年人口（65歳以上）の割合が増加傾向にあると同時に、年少人
口（15歳未満）と生産年齢人口※（15～64歳）が年々減少し、平成12年（2000年）の国勢調査
では老年人口が年少人口を上回り、その差は年々広がっています。

（資料：市民環境課）

（資料：国勢調査）

自然動態の推移

（資料：市民環境課）

※生産年齢人口:年齢別人口のうち、生産活動の中核をなす年齢の人口層を指し、15歳以上65歳未満の人口のこと。
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歳出決算額の推移（普通会計）

歳入決算額の推移（普通会計）

経常収支比率の推移（普通会計）

(2)財政の状況

 歳入は、分権型社会の実現に向けた取組みが進む一方、地方の固有財源である地方交付税の減額
や市中経済情勢の長期低迷と人口減少などによる市税収入の減少傾向が続くなど厳しい環境となっ
ています。

また、歳出においては、少子高齢化の進行による社会保障関係経費の増加に加え、防災・減災対策
や公共施設の老朽化対策など、大きな行政需要が見込まれており、さらに人口問題・少子化対策や地方
活性化など、将来を見据えて乗り越えなければならない課題が山積しています。

（資料:財政課）
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序論「総合計画策定の趣旨」
6.根室市の現状 ― (3)産業の状況

（資料：国勢調査）

  産業別就業者人口の構成を見る
と、第二次産業は、ほぼ横ばいとなってい
ますが、第一次産業が減少傾向にあり、第
三次産業の占める割合が高くなっていま
す。

 漁業については、相次ぐ国際漁業規制
により、年々厳しい環境となり、漁業者を
はじめ関連企業に大きな影響を及ぼして
おり、ロシアとの漁業関係の安定的な構築
と維持発展が重要な課題となっています。

　また、輸入水産物の増加による魚価の
低迷や、燃油や資材の高騰によるコストの
増加、漁業収入の減少などにより、年々漁
業就業者は減少し、それに伴い高齢化が
進んでいる状況にあり、今後は、限られた
資源の有効活用や、後継者の育成も含め
た魅力ある漁業の確立が課題となってい
ます。

　水産加工業については、加工原魚の安
定確保や担い手の確保、人材育成などに
よる経営基盤の強化・安定化対策に加え、
国内景気の低迷や海外加工品との価格競
争による収益率の低下、食の安全・安心に
対する消費者ニーズや食生活の変化など
による魚離れへの対応、付加価値の高い
特色のある新商品開発に向けた取組みな
ど、多くの課題を抱えています。

産業別就業者構成の推移

漁業生産高の推移

漁業従事者数の推移

(資料:国勢調査)

(資料:北海道水産現勢)
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  農業については、国際化の急速な進
展の下、飼料用穀物や生産資材の高騰、
さらにはTPP※交渉など重要農産物の貿
易自由化の動向によっては、地域経済に
大きな影響を及ぼすことが予測されてお
り、近年では、経営面積や飼養頭数の増加
等経営規模が拡大する一方、家族単位の
経営による労働の過重や労働力不足、高
齢化や後継者不足等が顕在化しており、
多様な担い手が共存する営農体制の確
立が課題となっています。
　また、環境対策において、安全・安心な
クリーン農業※の促進や家畜排せつ物の
適正な処理が必要であり、自然環境や生
態系との調和、食の安全性など、消費者重
視の食料政策の展開と合わせた安定供給
が課題となっています。

  商業については、基幹産業の水産業に依存するところが大きく、相次ぐ国際的な漁業規制などによる
社会情勢の変化などは、商業に大きな影響を与えています。また、多様化する消費者ニーズへの対応や
モータリゼーション※の進展による購買行動範囲の拡大やインターネットの普及により、市外への購買力流
出に歯止めがかからない状況となっています。
　さらに経営者の高齢化や後継者不足などから廃業による空き店舗が増加し、まちの賑わいや活気が失
われています。

乳牛頭数、生乳生産量の推移

（資料:農林業センサス)

（資料：商業統計調査、経済センサス-活動調査）

事業所数の推移 従業員数の推移

※TPP:環太平洋経済連携協定。太平洋をとりまく12カ国が集まり、関税の撤廃や投資などに関するルールを決め、地域内の経済活動を活発にしよう
　　　  という取組みのこと。
※ クリーン農業:環境との調和に配慮した安全・高品質な農産物の生産をすすめる農業のこと。環境保全型農業。 
※ モータリゼーション:自動車が生活必需品として普及する現象のこと。

(年)

乳牛頭数 生乳生産量

(ｔ) (頭)
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6.根室市の現状 ― (3)産業の状況

  工業については、水産加工業を中
心とする食料品製造業が多くを占めて
おり、漁業資源の減少に伴う加工原魚
の確保が困難となっており、関連業界
に対しても大きな影響を与えていま
す。また、建設業についても、社会経済
情勢の変化などから、資材の高騰や人
材不足が続いており、厳しい状況となっ
ています。

  観光については、観光客の入込数
に比較し、宿泊客が少ない典型的な通
過型観光であり、観光客の大半が日帰
りとなっています。
　さらにイベントがある夏季集中型の
形態となっていることから滞在型観光
への転換や入込数の平準化が課題と
なっています。

工業の推移

観光客の推移

(資料：工業統計調査）

（資料：商工観光課）

○根室市産業構造（平成22年根室市産業連関表）
・市内産業生産額 ：1,826億円 ⇒ 水産加工業が約３割となる538億円
・域際収支 ： △93.6億円 ＝ 輸移入 ： 899.1億円 － 輸移出 ： 805.5億円
・市内自給率 ： 53.2％ ⇒ 供給1,021億円／需要1,920億円 ⇒ 不足分は輸移入

根室市外地域（道外、海外含む）

他地域からの輸移入額：899億円
・ 商業 ：156億円
・ 燃料、日用品等の製造品 ：141億円
・ 医療 ： 81億円
・ 水産加工原魚等の生鮮魚介 ： 65億円
・ 船舶、農業機械、加工機械等の機械 ： 64億円　等

市内需要 ：1,920億円
・ 市民の消費需要
・ 市内産業の投資、消費需要
・ 公共事業等

市内産業の生産額：1,826億円
● 水産加工業 ： 538億円  ● 漁業 ： 207億円  ● 建設業 ：122億円
● 商業 ：147億円  ● 対個人サービス業：121億円  ● その他

市内産業による供給額1,021億円

他地域への輸移出額：806億円
・ 水産加工品 ： 484億円
・ さんま、さけます、沿岸漁業等の生鮮魚介 ： 68億円
・ 商業 ： 59億円
・ 酪農品 ： 40億円
・ その他対個人サービス業 ： 34億円　等

市内付加価値額
967億円

(年)

(所) (千万円)

事業所数 出荷額
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(４）市民意識調査

①． まち全体に対する満足度
　根室市の現状について各項目の満足度の調査を行った結果、満足度の高い項目は、「ごみの収集・処
理状況」、「緑の豊かさ」、「森林景観」、「酪農景観」といった自然景観、「上水道の整備状況」がいずれも
満足（やや満足）が約３割となっていますが、「病院などの医療機関の状況」、「レクリエーション・娯楽施
設の状況」、「観光施設の状況」、「公共交通機関の便利さ」については、５割以上の方が不満を抱えて
いる結果となっています。

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

満足

不満足

38.3％

36.5％

39.6％
10.5％

10.2％

11.7％

34.3％

35.9％

18.2％
29.1％

20.0％

20.7％
28.3％

17.7％
40.8％

18.1％
25.5％

19.5％

20.7％
28.0％

19.9％

29.9％
10.4％

26.6％
17.7％

39.3％
14.8％

10.0％

10.0％

9.5％

25.6％

22.5％

10.3％

5.8％

8.9％

5.4％

3.6％

5.7％

8.3％

16.4％
22.9％

9.7％
28.9％

32.0％

36.0％

51.2％

61.9％
45.5％

40.8％

43.3％

57.1％
45.2％

37.5％

26.3％

47.2％

33.0％

53.0％8.7％

12.9％

13.7％

「根室市全体を見て目に映る緑の豊かさ」について

あなたの住んでいる地域の緑の豊かさ」について

「街並みの美しさ」について

「郊外の酪農景観」について

「郊外の森林景観」について

「観光施設の状況」について

「海・漁場の環境」について 

「市内幹線道路の整備状況」について 

「市外へ通じる道路の整備状況」について 

「自宅周辺の生活道路の整備状況」について 

「道路・交通の安全さ」について 

「道路除雪などの冬期対策」について 

「公園や広場の整備状況」について 

「公園や広場の利用のしやすさ」について

「上水道の整備状況」について

「下水道の整備状況」について

「ごみの収集・処理状況」について

「家畜・ふん尿の処理状況」について 

「地震・火災・水害からの安全性」について

「公共交通機関の便利さ」について

「日常の買い物の便利さ」について

「病院などの医療機関の状況」について

「乳幼児や子どものための福祉施設の状況」について 

「お年寄りのための福祉施設の状況」について 

「子どもの教育施設や教育環境」について

「レクリエーション・娯楽施設の状況」について

「スポーツ施設の状況」について 

「芸術・文化施設の状況」について 

「学習施設(図書館など)の状況」について 

「公共施設の利用のしやすさ」について

○ 調査対象：１６歳以上の市民より３，０００人を無作為に抽出   ○ 調査期間：平成25年5月29日（発送）～平成２５年6月28日
○ 有効回収数：８８３件（回収率２９．４％）   ○ 調査方法：郵送による無記名アンケート調査
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②．住み続けたくない理由
　根室市に住み続けたくないと思っている理由をみると、全体では、「医療・福祉面が不安」とする割合
が７割を超えており、続いて、「交通の便が悪い」、「娯楽や余暇活動の場が少ない」と感じている割合が
高くなっています。
　地区別では、「医療・福祉面が不安」については、各地区とも高く、「交通の便が悪い」は、西部地区、東
部地区でやや高くなっており、西部地区では、「買い物などの生活の利便が悪い」とする割合が比較的
高くなっています。

自分にあう職業がない
商売や事業経営に不利

交通の便が悪い
買い物などの生活の利便が悪い

物価が高い
進学などの教育上の問題

医療・福祉面が不安
娯楽や余暇活動の場が少ない

自然が厳しい
その他
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46.5％

28.3％

11.5％

21.7％

33.2％

12.6％

8.0％

71.7％

20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

７.３％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％ 70.0％ 80.0％
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46.6％

29.3％
33.3％

16.7％

16.7％

10.3％

22.8％

72.8％

33.6％

37.5％
14.3％

66.7％
58.3％

14.3％

16.7％

9.5％

4.2％
0.0％

12.1％
14.3％

16.7％
14.3％

47.6％
50.0％

16.7％
４.８％

４.８％
8.3％

市街地

西部地区

東部地区

全体

自分にあう職業がない

商売や事業経営に不利

交通の便が悪い

買い物などの生活の利便が悪い

物価が高い

進学などの教育上の問題

医療・福祉面が不安

娯楽や余暇活動の場が少ない

自然が厳しい

その他
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③．まちの将来像（将来根室市がどのようなまちになることを望むか）
　根室市が将来どのようなまちになることを望んでいるかについて見ると、全体では、「福祉・医療が充
実したまち」が、8割近くを占めており、次いで「産業が盛んなまち」が5割弱となっています。
　地区別では、「福祉・医療が充実したまち」については、各地区とも7割以上と高くなっており、市街地
が最も高く、西部地区や東部地区ではやや低くなっていますが、「産業が盛んなまち」を望む割合は、東
部地区が最も高くなっています。
　不満意識が高かった「観光」に関しては、「福祉・医療」、「産業」に次いで各地区とも3番目に高くなっ
ています。

福祉・医療が充実したまち
産業が盛んなまち

市民活動が盛んで活気のあるまち
環境美化が生き届いた快適なまち

自然環境を活かした観光の盛んなまち
文化・教育のかおりたかいまち

道路・公園・下水道などの都市基盤が整備されたまち
既存企業の拡充や新規企業の立地などにより発展するまち

消費者の多様な要求を満足させる商業のまち
その他

福祉・医療が充実したまち

産業が盛んなまち

市民活動が盛んで活気のあるまち

環境美化が生き届いた快適なまち

自然環境を活かした観光の盛んなまち

文化・教育のかおりたかいまち

道路・公園・下水道などの都市基盤が整備されたまち

既存企業の拡充や新規企業の立地などにより発展するまち

消費者の多様な要求を満足させる商業のまち

その他

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％
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48.1％
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15.1％

34.0％
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80.6％
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47.6％

24.4％
28.6％

14.1％

15.1％
15.7％
16.7％

14.1％
12.9％
9.0％

16.1％
21.4％
29.5％

34.4％
28.6％
32.1％

29.3％
25.7％
25.6％

21.1％
21.4％
24.4％

3.4％
4.3％
3.8％

56.4％
47.1％

市街地

西部地区

東部地区

全体
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④． 新しい総合計画における重点事項について
ア．［社会福祉］

　各地区とも「お年寄りのための施策」や「子育て支援対策」があげられていますが、西部地区では、
「障がい者のための施策」が「お年寄りのための施策」に次いで高くなっているほか、「東部地区」の回
答も５割を占めています。

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

44.2％

32.2％

58.2％

30.2％

77.1％

33.9％

2.0％

76.9％

42.7％

32.3％
35.7％

32.1％

30.7％

34.6％

2.1％

2.6％
1.4％

34.3％
26.9％

25.7％
28.2％

58.2％
52.9％

60.3％

57.1％
50.0％

80.0％
79.5％

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

市街地

西部地区

東部地区

お年寄りのための施策の充実

障がい者のための施策の充実

ひとり親家庭対策の充実

子育て支援対策の充実

保育サービスの充実

地域ボランティア活動の推進

その他

お年寄りのための施策の充実

障がい者のための施策の充実

ひとり親家庭対策の充実

子育て支援対策の充実

保育サービスの充実

地域ボランティア活動の推進

その他

全体
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イ．［保健医療］

　地区によって内容が異なっており、市街地では、「医療の資質の向上」が最も高く、次いで「お年寄り
の医療の充実」、「休日夜間などの救急医療対策」の順となっていますが、西部地区では、「お年寄りの
医療の充実」が最も高く、東部地区では「休日夜間などの救急医療対策」が最も高くなっています。

お年寄りの医療の充実

乳幼児・母子等医療の充実

保健(健康づくり)対策の推進

健康診断や予防対策の充実

保健施設の充実

医療の資質の向上

休日夜間などの救急医療対策

医療機器・施設の整備

その他

お年寄りの医療の充実

乳幼児・母子等医療の充実

保健(健康づくり)対策の推進

健康診断や予防対策の充実

保健施設の充実

医療の資質の向上

休日夜間などの救急医療対策

医療機器・施設の整備

その他
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26.9％
18.6％

20.0％
16.7％

65.8％
60.0％

50.0％

50.0％
55.1％

27.1％
25.9％

29.5％

10.0％
11.1％

6.4％

0.0％
2.4％

1.3％

41.4％

50.0％
64.3％

市街地

西部地区

東部地区

全体
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序論「総合計画策定の趣旨」

ウ．［道路交通］

　「除雪やロードヒーティングなどの冬期対策の充実」が各地区とも最も高くなっているほか、「身近な
生活道路の整備」、「お年寄りや障がい者等に配慮した安全な歩道の整備」が高くなっており、西部地区
では、「街路灯・防犯灯や案内板の整備」が高くなっています。

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

31.4％

26.3％

29.9％

36.6％

35.7％

53.6％

26.2％

8.8％

16.4％

2.2％

高規格道路や国道などの広域幹線道路網の整備

鉄道便の確保

バス便の確保

身近な生活道路の整備

お年寄りや障がい者等に配慮した安全な歩道の整備

除雪やロードヒーティングなどの冬期対策の充実

街路灯・防犯灯や案内板の整備

信号・ガードレールなどの安全対策

駐車場や駐輪場の整備

その他

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

27.1％

27.7％
24.3％

19.2％

30.0％

34.9％

37.0％

25.6％
35.7％

23.1％

8.7％

2.0％
1.4％
5.1％

5.7％
11.5％

15.1％
22.9％
24.4％

41.4％

48.6％
41.0％

34.6％
24.3％

16.7％

32.1％

32.0％

市街地

西部地区

東部地区

高規格道路や国道などの広域幹線道路網の整備

鉄道便の確保

バス便の確保

身近な生活道路の整備

お年寄りや障がい者等に配慮した安全な歩道の整備

除雪やロードヒーティングなどの冬期対策の充実

街路灯・防犯灯や案内板の整備

信号・ガードレールなどの安全対策

駐車場や駐輪場の整備

その他

53.5％

53.8％

48.6％

全体
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エ．［生活環境］

　各地区とも「公園や緑地、遊び場、憩いの場などの整備」を求める声が最も多く、次いで、「消防・防災・
防犯対策の充実」、「美しい環境（まちなみ）の創出」が高くなっており、西部地区や東部地区では、「水
道や下水道の整備」が高くなっています。

公営住宅の整備
宅地の供給

水道や下水道の整備
公園や緑地、遊び場、憩いの場などの整備

環境美化活動の促進
消防・防災・防犯対策の充実

環境保全や公害防止対策の充実
美しい環境(まちなみ)の創出
ゴミの減量化、再利用の促進
し尿の衛生的処理の促進

河川の改修
その他

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

21.4％

10.8％

18.3％

7.8％

4.3％

1.6％

22.0％

19.6％

21.6％

38.1％

37.9％

56.1％

公営住宅の整備

宅地の供給

水道や下水道の整備

公園や緑地、遊び場、憩いの場などの整備

環境美化活動の促進

消防・防災・防犯対策の充実

環境保全や公害防止対策の充実

美しい環境(まちなみ)の創出

ゴミの減量化、再利用の促進

し尿の衛生的処理の促進

河川の改修

その他

19.2％

0.0％ 20.0％ 30.0％10.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％

市街地

西部地区

東部地区

27.1％
21.1％

15.8％
31.4％

22.3％

20.3％

40.6％
34.3％

15.7％
12.8％

20.5％

21.1％

5.8％

3.5％

1.5％
1.4％
1.3％

5.7％
10.3％

14.3％
21.8％

22.9％
25.6％

38.6％

37.2％
30.0％

24.3％

32.1％

58.5％
48.6％

41.0％

11.4％
8.6％

6.4％

23.1％

全体
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序論「総合計画策定の趣旨」

オ．［学校教育・社会教育］

　「小中学校施設の充実」が西部地区と東部地区で高くなっている以外は、地区による差はなく、「児
童・生徒の健全育成」、「青少年の健全育成」、「教育内容の充実」、「生涯学習教育の指導者育成」が高く
なっています。

生涯学習教育の指導者育成

各種サークル活動の充実

各種講座・教室などの充実

各種講座・教室などの利用施設の整備

青少年の健全育成

教育内容の充実

小中学校施設の充実

教材・教具の充実

児童・生徒の健全育成

その他

生涯学習教育の指導者育成

各種サークル活動の充実

各種講座・教室などの充実

各種講座・教室などの利用施設の整備

青少年の健全育成

教育内容の充実

小中学校施設の充実

教材・教具の充実

児童・生徒の健全育成

その他

全体 0.0％

34.4％

41.1％

36.9％

27.7％

9.7％

2.9％

45.8％

17.2％

17.2％

15.6％

20.0％ 30.0％10.0％ 40.0％ 50.0％

0.0％ 20.0％ 30.0％10.0％ 40.0％ 50.0％

市街地

西部地区

東部地区

35.4％

16.9％
15.7％
16.7％

17.7％

15.6％

41.4％

37.5％

25.5％

9.2％

9.0％
15.7％

38.6％
34.6％

46.9％
44.3％

41.0％

3.0％
1.4％
3.8％

40.0％
29.5％

41.0％
44.3％

15.7％
11.5％

14.3％
17.9％

34.6％
25.7％
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カ．［スポーツ・レクリエーション・文化］

　西部地区で「文化財や史跡の保護・伝承」が高くなっていることや、東部地区で「芸術・文化の振興」よ
りも「スポーツ・レクリエーションの振興」が高くなっている傾向が見られます。

全体

芸術・文化の振興

スポーツ・レクリエーションの振興

スポーツ・レクリエーション施設の整備

集会・文化施設の整備

文化財や史跡の保護・伝承

音楽会・講演等の開催

学校施設開放の推進

その他

43.5％

31.8％

0.0％ 20.0％ 30.0％10.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％

47.2％

25.0％

30.9％

36.2％

24.1％

2.8％

芸術・文化の振興

スポーツ・レクリエーションの振興

スポーツ・レクリエーション施設の整備

集会・文化施設の整備

文化財や史跡の保護・伝承

音楽会・講演等の開催

学校施設開放の推進

その他

0.0％ 20.0％ 30.0％10.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％

市街地

西部地区

東部地区

44.8％

31.0％
30.0％

41.0％

48.9％

25.2％

42.3％

30.0％

30.8％

37.5％

23.2％

34.6％

23.1％

27.1％

28.2％

2.8％
0.0％

3.8％

41.4％

31.4％

19.2％

38.6％

48.6％
29.5％
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キ．［産業の振興］

　各地区とも「水産業基盤及び生産体制の整備」が最も高く、それ以外の項目に関しては地区毎でば
らつきが見られます。
　市街地と西部地区は、ほぼ同様の傾向を示しており、「魅力ある商店街づくり」、「企業誘致による雇
用の場の確保」、「地域の資源を活用した加工業の育成」が高くなっていますが、東部地区では、「後継
者の育成・確保」が２番目に高く、「魅力ある商店街づくり」、「企業誘致による雇用の場の確保」に対して
はそれほど高くない状況となっています。

全体

水産業基盤及び生産体制の整備
農林業基盤及び生産体制の整備

農林水産物など地域の資源を活用した加工業の育成
地場産業の育成強化

企業誘致による雇用の場の確保
魅力ある商店街づくり

商店街の近代化
後継者の育成・確保

観光開発、観光関連産業の育成
特色あるイベントの展開
新たな特産品の開発

その他

0.0％ 20.0％10.0％ 40.0％30.0％ 50.0％

36.2％

29.0％

30.2％

33.1％

23.4％

23.3％

23.2％

18.6％

19.5％

13.9％

1.5％

7.2％

水産業基盤及び生産体制の整備

農林業基盤及び生産体制の整備

農林水産物など地域の資源を活用した加工業の育成

地場産業の育成強化

企業誘致による雇用の場の確保

魅力ある商店街づくり

商店街の近代化

後継者の育成・確保

観光開発、観光関連産業の育成

特色あるイベントの展開

新たな特産品の開発

その他

市街地

西部地区

東部地区

0.0％ 20.0％10.0％ 40.0％30.0％ 50.0％

34.9％

6.2％

29.3％

31.7％

25.7％

34.6％
37.1％

38.5％
24.4％
22.9％

12.9％

16.7％

19.9％

10.3％

9.0％

15.4％

15.4％
11.4％

1.4％
0.0％

3.8％

14.1％

20.0％

21.3％

21.3％

32.9％

23.9％
23.1％

19.2％

18.6％

27.1％
32.1％

6.4％
11.4％

40.0％
43.6％
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⑤．情報の共有化（行政からどのような情報提供を望むか）
　「道路交通・除雪・気象等の情報」、「文化行事・イベント情報」、「行政に関する総合的な情報」が高く
なっていますが、特に、「道路交通・除雪・気象等の情報」に関しては、西部地区や東部地区で求める声が
際立って多くなっています。

全体

行政に関する総合的な情報

道路交通・除雪・気象等の情報

各種統計情報

公共施設利用状況

観光・レジャー情報

文化行事・イベント情報

その他

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％

35.7％

35.9％

15.9％

23.8％

43.8％

8.3％

1.1％

行政に関する総合的な情報

道路交通・除雪・気象等の情報

各種統計情報

公共施設利用状況

観光・レジャー情報

文化行事・イベント情報

その他

市街地

西部地区

東部地区

0.0％ 20.0％10.0％ 40.0％30.0％ 50.0％ 60.0％ 70.0％

35.8％

30.8％

15.8％

24.8％

37.2％

33.3％
21.4％

23.1％

1.3％
1.4％
0.0％

18.6％

15.4％
11.4％

41.4％

41.3％

8.3％

6.4％
10.0％

58.6％
57.7％
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⑥．少子化・子育て支援（少子化・子育てについて重要だと思う施策）
　回答が最も高かった項目は、「小児医療サービスの充実」であり、回答者の６割以上となっており、次
いで、「経済的負担の軽減（保育料の軽減など）」、「出産や育児について気軽に相談できる環境づくり」
があげられていますが、「経済的負担の軽減（保育料の軽減など）」は、西部地区や東部地区で高くなっ
ています。

全体 0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

39.4％

21.9％

41.4％

39.3％

13.1％

4.3％

29.6％

14.9％

64.8％

出産や育児について気軽に相談できる環境づくり

小児医療サービスの充実

乳幼児保育の充実(延長保育など)

学童保育の充実

経済的負担の軽減(保育料の軽減など)

子どもがのびのびと遊べる施設の整備

地域の交通安全や防犯対策の強化

地域全体で子育てを行う環境・体制づくり

その他

市街地

西部地区

東部地区

39.9％

22.4％

24.4％

13.7％
12.9％
11.5％

4.2％
4.3％
3.8％

15.4％

21.8％

41.4％

18.6％

28.6％

28.6％

18.6％
14.6％

39.0％

30.8％

29.9％

47.1％
60.3％

64.1％
70.0％
70.5％

34.6％
38.6％

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

出産や育児について気軽に相談できる環境づくり

小児医療サービスの充実

乳幼児保育の充実(延長保育など)

学童保育の充実

経済的負担の軽減(保育料の軽減など)

子どもがのびのびと遊べる施設の整備

地域の交通安全や防犯対策の強化

地域全体で子育てを行う環境・体制づくり

その他
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⑦．学校教育（学校教育の充実のために重要と思う施策）
　「社会生活のルールや命の大切さを理解させる心の教育の充実」、「生きる力を育てる総合的な学習
の充実」、「個性や才能を伸ばす教育の充実」が高くなっており、地区別に大きな差はありませんでし
た。

全体

少人数教育の充実

生きる力を育てる総合的な学習の充実

社会生活のルールや命の大切さを理解させる心の教育の充実

個性や才能を伸ばす教育の充実

小中一貫教育、2学期制などの教育システムの導入

ボランティアなどの体験的、実践的な学習の機会の充実

情報化社会に適合した教育内容の充実

国際化に対応できるコミュニケーション能力の養成

その他

市街地

西部地区

東部地区

19.3％

46.8％

70.7％
67.1％

62.8％

39.3％

14.3％

33.8％

24.1％
17.1％
16.7％

26.2％

3.9％
1.4％
1.3％

24.3％

31.4％
30.8％

30.8％

14.1％

6.2％

38.5％
45.7％

45.7％
50.0％

19.2％
25.7％

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

19.5％

39.5％

33.3％

22.5％

26.2％

3.4％

7.6％

47.1％

70.0％

少人数教育の充実

生きる力を育てる総合的な学習の充実

社会生活のルールや命の大切さを理解させる心の教育の充実

個性や才能を伸ばす教育の充実

小中一貫教育、2学期制などの教育システムの導入

ボランティアなどの体験的、実践的な学習の機会の充実

情報化社会に適合した教育内容の充実

国際化に対応できるコミュニケーション能力の養成

その他
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⑧．高齢者支援（高齢者にとって重要と思う施策）
　今後の高齢化に向けた支援施策として重要であると回答した項目を見ると、「年金の増額」が最も高
く、次いで、「寝たきりや独居のお年寄りへの在宅福祉の充実」、「お年寄りの経験や技術を活かせる活
動の場づくり」、「介護付きお年寄り専用住宅の充実」の順となっています。

全体
年金の増額

健康診断、検診機会の充実
寝たきりのお年寄りや独居のお年寄りへの在宅福祉の充実

お年寄りのための福祉施設の充実
お年寄りのためのスポーツや学習機会の充実

お年寄りの経験や技術を活かせる活動の場づくり
お年寄りを思いやる心を育てる人間教育の充実

若い世代との交流の機会の充実
段差解消など公共施設・道路環境等の整備・改善

介護付きお年寄り専用住宅の充実
在宅の各種サービスを行うシルバー産業の振興

お年寄りの雇用促進
自治会などの地域活動への参加促進

その他

0.0％

45.1％
12.9％

16.9％
15.1％
13.5％

27.6％
17.2％
18.7％

4.8％
1.5％

34.5％

32.4％

25.3％
10.9％

20.0％ 30.0％10.0％ 40.0％ 50.0％

年金の増額

健康診断、検診機会の充実

寝たきりのお年寄りや独居のお年寄りへの在宅福祉の充実

お年寄りのための福祉施設の充実

お年寄りのためのスポーツや学習機会の充実

お年寄りの経験や技術を活かせる活動の場づくり

お年寄りを思いやる心を育てる人間教育の充実

若い世代との交流の機会の充実

段差解消など公共施設・道路環境等の整備・改善

介護付きお年寄り専用住宅の充実

在宅の各種サービスを行うシルバー産業の振興

お年寄りの雇用促進

自治会などの地域活動への参加促進

その他

市街地

西部地区

東部地区

45.6％

46.2％

0.0％ 20.0％ 30.0％10.0％ 40.0％ 50.0％

12.7％

33.9％

24.6％

11.3％

6.4％

24.4％
31.4％

29.5％

25.6％

33.8％18.6％

15.8％

15.2％
15.4％

18.6％

28.5％
25.7％

23.1％

21.4％

20.4％

17.2％

16.7％

11.5％

11.5％
11.4％

5.1％
4.3％
3.8％

1.5％
2.9％

0.0％

20.0％

42.9％
35.9％

17.9％
10.0％

10.0％

10.0％

13.0％

41.4％
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⑨．防災・減災対策（防災・減災対策として重要と思う施策）
　防災・減災対策として重要であると回答した項目を見ると、各地区ともほぼ同様であり、最も割合が
高かった項目は、「食糧・水・日常生活用品の備蓄」であり、次いで、「災害時の情報連絡手段の整備」、
「避難場所など防災拠点の整備」の順となっています。

全体

食糧・水・日常生活用品の備蓄

災害時の情報連絡手段の整備

避難場所など防災拠点の整備

防災マニュアル・マップの配布

地域防災組織の育成

防災対策講習会・防災訓練の開催

その他

市街地

西部地区

東部地区

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

79.0％

78.2％

67.3％
65.7％

59.0％

75.7％

57.6％

24.9％

25.8％
30.0％

24.4％

21.8％

1.7％
2.9％
2.6％

26.9％
14.3％

27.1％
17.9％

54.3％
60.3％

食糧・水・日常生活用品の備蓄

災害時の情報連絡手段の整備

避難場所など防災拠点の整備

防災マニュアル・マップの配布

地域防災組織の育成

防災対策講習会・防災訓練の開催

その他

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

78.6％

66.5％

57.2％

24.3％

25.9％

21.6％

1.8％



６．根室市の現状 ― （４）市民意識調査 ― ⑩．市民協働について
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序論「総合計画策定の趣旨」

⑩．市民協働（「誰もが何か１つを受け持つ」とした場合に参加する活動）
　市民が自ら主体的にまちづくりの役割を担うとした場合に、「参加する」と回答した活動は、全体では
「清掃活動や花いっぱい運動」が最も高くなっていますが、地区別に見ると、東部地区では、「リサイク
ル活動・省資源活動」が最も高くなっており、西部地区では、「お年寄りや障がい者等のためのボラン
ティア活動」や「祭り、文化祭、運動会など市や地域の行事」が比較的高くなっていますが、全体的には
他の項目も含めて大きな差はありませんでした。

全体

市街地

西部地区 東部地区

■ 清掃活動や花いっぱい運動
■ 郷土の歴史、文化を守り育てる運動
■ リサイクル活動、省資源活動
■ 祭り、文化祭、運動会など市や地域の行事
■ 新しい特産品や土産品の研究開発
■ 特にない
■ 無回答

■ お年寄りや障がい者等のためのボランティア活動
■ 自然保護活動
■ 子ども会などの青少年育成のための活動
■ 交通安全や防災・防犯活動
■ 市民による自主的な活動への支援
■ その他

28.6％

12.9％

5.7％

2.9％

7.1％
1.4％

14.3％

1.4％

8.6％

12.9％

4.3％

0.0％
12.8％

9.0％
2.6％

9.0％

14.1％
6.4％

10.3％
5.1％
3.8％

2.6％

2.6％

10.3％

11.5％

21.8％

10.6％

4.8％
7.2％

6.8％

9.2％

1.4％
7.5％

4.9％

2.5％

5.1％

7.9％

10.4％

21.8％
10.6％

4.8％

7.2％

6.8％4.9％
10.4％

5.1％

7.9％

2.5％ 9.2％
1.4％ 7.5％ 特にない 市民による自主的な

活動への支援

新しい特産品や
土産品の研究開発

交通安全や
防災・防犯活動

祭り、文化祭、運動会
など市や地域の行事

子ども会などの
青少年育成のための活動

リサイクル活動、
省資源活動

自然保護活動

郷土の歴史、文化を
守り育てる運動

お年寄りや障がい者等
のためのボランティア活動

清掃活動や花いっぱい運動
無回答その他

※各項目数値は四捨五入の端数処理を
　しているため、合計が100%とならな
　い場合があります。
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⑪．市民参画の方法（まちづくりへの参加方法）
　まちづくりへの参加方法について見ると、最も高かったのは、「世論調査（今回のようなアンケート調
査など）」であり、「まちづくりを考える自主的な集まりや組織」、「町内会や各種団体など、既存の組織・
団体」、「説明会や公聴会、懇談会など」との回答も比較的高い状況にありました。

全体

市街地

西部地区 東部地区

■ まちづくりを考える自主的な集まりや組織
■ 説明会や公聴会、懇談会など
■ 世論調査(今回のようなアンケート調査など)
■ あまり必要性を感じない
■ 無回答

■ 町内会や各種団体など、既存の組織・団体
■ 投書(市長のはがきやメール等)や要望など
■ 市役所や議会に一任し、自分では参加しない
■ その他

12.9％

12.9％

18.6％

8.6％

20.0％

8.6％

4.3％

4.3％
10.0％

14.8％

10.8％

10.1％

12.3％
32.5％

6.6％

3.4％

1.5％
7.9％

14.5％

11.0％

11.6％

11.6％

6.8％

3.2％ 1.8％
8.9％

30.7％

無回答
その他 まちづくりを考える

自主的な集まりや組織

市役所や議会に一任し、
自分では参加しない

あまり必要性を
感じない

世論調査
(今回のような
アンケート調査など)

投書(市長のはがきや
メール等)や要望など

説明会や公聴会、懇談会など

町内会や各種団体など、
既存の組織・団体

※各項目数値は四捨五入の端数処理を
　しているため、合計が100%とならな
　い場合があります。

11.5％

17.9％

14.1％

11.5％

25.6％

3.8％
1.3％

1.3％

12.8％



※各項目数値は四捨五入の端数処理をしているため、合計が
　100%とならない場合があります。
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6.根室市の現状 ― （５）市民意識調査（前回との比較）

　10年前と比較しても、「医療・福祉面が不安」、「交通の便が悪い」の割合が高い結果に変動は見られな
いものの、医療・福祉面が不安と答えた人の割合が6.9％増加しています。
　一方、前回調査（平成15年）では「物価が高い」の割合が15.0％であったのに対し、今回の調査（平成
25年）では4.7％と大きく減少しています。

【定住度】

【「できれば住みたくない」、「住みたくない」理由】

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％

25.0％
24.6％

H25

H15

40.3％
38.7％

26.8％
25.7％

5.5％
5.9％

2.3％
5.1％

ずっと住み続けたい

できれば住み続けたい

できれば住みたくない

住みたくない

無回答

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％

H25

H15

3.3％
3.0％

2.0％
3.9％

18.9％
16.7％

11.5％
13.6％

4.7％
15.0％

8.8％
5.4％

29.1％
22.2％

13.5％
12.5％

5.1％
5.1％

3.3％
2.6％

自分にあう職業がない

商売や事業経営に不利

交通の便が悪い

買い物などの生活の利便が悪い

物価が高い

進学などの教育上の問題

医療・福祉面が不安

娯楽や余暇活動の場が少ない

自然が厳しい

その他
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　社会福祉について、今後どのような施策を重点的に取組むべきかを尋ねたところ、「お年寄りのための
施策の充実」が25.7％と最も高く、次いで「子育て支援対策の充実」が19.4％、「障がい者のための施策
の充実」が14.7％となっています。
　10年前と比較しても、上位3項目に変動は見られないものの、「障がい者のための施策の充実」が
5.9％減少する中、「子育て支援対策の充実」や「保育サービスの充実」、「ひとり親家庭対策の充実」が増
加しており、児童福祉の充実を求めていることがうかがえます。

【まちの将来像】

　10年前と比較しても「福祉・医療が充実したまち」、「産業が盛んなまち」の割合が高い結果に変動は見ら
れませんでした。

【新しい総合計画における重点事項（社会福祉）】

福祉・医療が充実したまち

産業が盛んなまち

市民活動が盛んで活気のあるまち

環境美化が生き届いた快適なまち

自然環境を活かした観光の盛んなまち

文化・教育のかおりたかいまち

道路・公園・下水道などの都市基盤が整備されたまち

既存企業の拡充や新規企業の立地などにより発展するまち

消費者の多様な要求を満足させる商業のまち

その他

無回答

26.4％
26.0％

16.0％
17.9％

7.9％
7.9％

5.0％
4.7％

11.3％
13.3％

4.5％
3.7％

5.9％
6.3％

9.4％
9.5％

7.1％
8.9％

1.2％
0.8％

5.3％
1.0％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％

H25

H15

25.7％
28.8％

14.7％
20.6％

10.7％
8.4％

19.4％
15.8％

10.1％
9.5％

11.3％
15.1％

0.7％
0.8％

7.4％
0.9％

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％ 30.0％ 35.0％

H25

H15

お年寄りのための施策の充実

障がい者のための施策の充実

ひとり親家庭対策の充実

子育て支援対策の充実

保育サービスの充実

地域ボランティア活動の推進

その他

無回答
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6.根室市の現状 ― （５）市民意識調査（前回との比較）

　道路交通について、今後どのような施策を重点的に取組むべきかを尋ねたところ、「除雪やロードヒー
ティングなどの冬期対策の充実」が17.9％と最も高く、次に「身近な生活道路の整備」が12.2％、「お年
寄りや障がい者等に配慮した安全な歩道の整備」が11.9％となっています。
　10年前と比較しても、上位３項目に変動は見られないものの、高齢化を反映し「バス便の確保」が前回
より2.1％も増加しており、バス交通の充実を求めていることがうかがえます。

　保健医療について、今後どのような施策を重点的に取組むべきかを尋ねたところ、「医療の資質の向上」
が21.2％と最も高く、次いで「お年寄りの医療の充実」が17.0％、「休日夜間などの救急医療対策」が
14.3％となっています。
　10年前と比較しても、上位3項目に変動は見られないものの、「乳幼児・母子等医療の充実」が前回より
約2倍の13.3％と増加しており、前設問（社会福祉）と同様に児童福祉、子育て支援に関する施策の充実
を求める傾向がうかがえます。

【新しい総合計画における重点事項（保健医療）】

【新しい総合計画における重点事項（道路交通）】

高規格道路や国道などの広域幹線道路網の整備

鉄道便の確保

バス便の確保

身近な生活道路の整備

お年寄りや障がい者等に配慮した安全な歩道の整備

除雪やロードヒーティングなどの冬期対策の充実

街路灯・防犯灯や案内板の整備

信号・ガードレールなどの安全対策

駐車場や駐輪場の整備

その他

無回答

10.5％

10.0％

12.2％
15.4％

11.9％
12.7％

17.9％
22.7％

8.7％
10.1％

2.9％

0.7％

11.0％
0.8％

0.9％

4.6％
5.5％
6.5％

9.7％

7.9％

8.8％
8.6％

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％

H25

H15

お年寄りの医療の充実

乳幼児・母子等医療の充実

保健(健康づくり)対策の推進

健康診断や予防対策の充実

保健施設の充実

医療の資質の向上

休日夜間などの救急医療対策

医療機器・施設の整備

その他

無回答

17.0％

13.3％
17.0％

6.8％
5.3％

5.3％

0.7％
0.8％

0.9％
7.7％

21.2％
21.6％

14.3％
18.8％

8.8％
15.4％

3.6％

4.2％
8.0％
9.0％

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％

H25

H15
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　学校教育・社会教育について、今後どのような施策を重点的に取組むべきかを尋ねたところ、「児童・生徒
の健全育成」が15.3％と最も高く、次いで「青少年の健全育成」が13.7％、「教育内容の充実」が12.3％
となっています。
　10年前と比較しても、上位2項目に変動は見られないものの、「教育内容の充実」、「小中学校施設の充
実」が増加しています。

　生活環境について、今後どのような施策を重点的に取組むべきかを尋ねたところ、「公園や緑地、遊び
場、憩いの場などの整備」が18.7％と最も高く、次いで「消防・防災・防犯対策の充実」が12.7％、「美しい
環境（まちなみ）の創出」が12.6％となっています。
　10年前と比較すると、「ゴミの減量化、再利用の促進」が7.2％と約4割減少し、循環型社会の形成につ
いて一定の満足度が得られていると推測されます。一方、前回調査において上位3項目にはなかった「消
防・防災・防犯対策の充実」が増加しており、災害に強いまちづくりを求めていることがうかがえます。

【新しい総合計画における重点事項（生活環境）】

【新しい総合計画における重点事項（学校教育・社会教育）】

公営住宅の整備

宅地の供給

水道や下水道の整備

公園や緑地、遊び場、憩いの場などの整備

環境美化活動の促進

消防・防災・防犯対策の充実

環境保全や公害防止対策の充実

美しい環境(まちなみ)の創出

ゴミの減量化、再利用の促進

し尿の衛生的処理の促進

河川の改修

その他

無回答

生涯学習教育の指導者育成

各種サークル活動の充実

各種講座・教室などの充実

各種講座・教室などの利用施設の整備

青少年の健全育成

教育内容の充実

小中学校施設の充実

教材・教具の充実

児童・生徒の健全育成

その他

無回答

7.1％

7.3％

7.2％

8.4％
12.7％

10.7％
6.5％

9.4％
12.6％

12.1％
2.6％

1.4％

1.6％

2.0％
0.5％

13.5％
0.4％

2.9％

12.9％

6.1％
7.7％

19.7％
18.7％

3.6％
3.7％

8.4％

11.5％

15.3％
17.3％

17.1％

5.7％

5.2％

8.0％

1.0％
0.8％

9.2％
8.9％

3.2％

3.0％

3.6％

6.8％
13.7％

12.3％
11.1％

17.2％

8.3％
5.7％

15.0％

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％

H25

H15

H25

H15
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序論「総合計画策定の趣旨」
6.根室市の現状 ― （５）市民意識調査（前回との比較）

　産業の振興について、今後どのような施策を重点的に取組むべきかを尋ねたところ、「水産業基盤及び
生産体制の整備」が12.1％と最も高く、次いで「魅力ある商店街づくり」が11.0％、「企業誘致による雇
用の場の確保」が10.1％となっています。
　10年前と比較しても、上位2項目に変動は見られないものの、多くの項目が減少する中、「後継者の育
成・確保」が1.5％増加しており、後継者対策の重要性の認識がさらに高まったことがうかがえます。

　スポーツ・レクリエーション・文化について、今後どのような施策を重点的に取組むべきかを尋ねたとこ
ろ、「スポーツ・レクリエーション施設の整備」が15.7％と最も高く、次いで「芸術・文化の振興」が14.5％、
「音楽会・講演等の開催」が12.1％となっています。
　10年前と比較しても、上位3項目に変動は見られないものの、「学校施設開放の推進」のみが増加して
います。

【新しい総合計画における重点事項（スポーツ・レクリエーション・文化）】

【新しい総合計画における重点事項（産業の振興）】

水産業基盤及び生産体制の整備

農林業基盤及び生産体制の整備

農林水産物など地域の資源を活用した加工業の育成

地場産業の育成強化

企業誘致による雇用の場の確保

魅力ある商店街づくり

商店街の近代化

後継者の育成・確保

観光開発、観光関連産業の育成

特色あるイベントの展開

新たな特産品の開発

その他

無回答

15.5％
2.4％
1.9％

9.7％
11.4％

13.9％
6.2％

6.3％

6.5％

6.5％
6.6％

4.6％
4.9％

13.6％
1.6％

0.5％
0.4％

7.8％

7.7％
8.9％

7.8％
11.1％

11.0％
11.0％

10.1％

12.1％
0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％

H25

H15

芸術・文化の振興

スポーツ・レクリエーションの振興

スポーツ・レクリエーション施設の整備

集会・文化施設の整備

文化財や史跡の保護・伝承

音楽会・講演等の開催

学校施設開放の推進

その他

無回答

14.5％
17.1％

10.6％
12.1％

20.0％

8.3％
10.8％

10.3％
13.5％

12.1％
16.1％

8.0％
6.6％

0.7％

19.4％
3.2％

0.9％

15.7％

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％

H25

H15
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　高齢者の支援に必要だと思う施策について、10年前と比較しても、上位3項目に変動は見られないもの
の、多くの項目が減少する中、「介護付きお年寄り専用住宅の充実」のみが増加しています。

　情報の共有化について、10年前と比較しても、上位3項目に変動は見られないものの、多くの項目が減
少する中、「文化行事・イベント情報」のみが増加しています。

【情報の共有化】

【高齢者支援について】

行政に関する総合的な情報

道路交通・除雪・気象等の情報

各種統計情報

公共施設利用状況

観光・レジャー情報

文化行事・イベント情報

その他

無回答

17.8％

4.1％
4.8％

7.9％
11.6％

11.9％
14.7％

18.0％

17.8％
4.5％

16.6％

0.6％
0.4％

23.5％

21.9％
23.9％

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％ 30.0％

H25

H15

15.0％

4.3％
4.9％

11.5％

11.4％
10.8％

12.0％

8.4％

3.6％

5.6％

5.7％

6.2％

1.6％
2.0％

0.5％
0.3％

7.9％
2.2％

6.3％

5.8％

5.2％

4.5％

9.2％
4.7％

7.7％

5.0％

6.8％

4.1％

9.1％

17.5％

0.0％ 2.0％ 4.0％ 6.0％ 8.0％ 10.0％ 12.0％ 14.0％ 16.0％ 18.0％ 20.0％

H25

H15

年金の増額

健康診断、検診機会の充実

寝たきりのお年寄りや独居のお年寄りへの在宅福祉の充実

お年寄りのための福祉施設の充実

お年寄りのためのスポーツや学習機会の充実

お年寄りの経験や技術を活かせる活動の場づくり

お年寄りを思いやる心を育てる人間教育の充実

若い世代との交流の機会の充実

段差解消など公共施設・道路環境等の整備・改善

介護付きお年寄り専用住宅の充実

在宅の各種サービスを行うシルバー産業の振興

お年寄りの雇用促進

自治会などの地域活動への参加促進

その他

無回答
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序論「総合計画策定の趣旨」
6.根室市の現状 ― （５）市民意識調査（前回との比較）

　どのような形でまちづくりに参加したいかについて、10年前と比較しても、上位2項目に変動は見られ
ないものの、3番目に高かった回答として、前回調査では「町内会や各種団体など、既存の組織・団体」と
「説明会や公聴会、懇談会など」がともに12.2％であったのに対し、今回調査では、「町内会や各種団体な
ど、既存の組織・団体」と「投書（市長のはがきやメール等）や要望など」がともに11.6％となっています。

　どのような市民協働活動に参加したいかについて、10年前と比較すると、1位は「清掃活動や花いっぱ
い運動」となっており、変動は見られないものの、2位以下については、前回調査では、「お年寄りや障がい
者等のためのボランティア活動」が13.0％、「リサイクル活動・省資源活動」が10.3％であったのに対し、
今回調査では、「祭り、文化祭、運動会など市や地域の行事」が10.5％、「お年寄りや障がい者等のための
ボランティア活動」が10.4％となっています。

【市民協働】

【市民参画の方法について】

清掃活動や花いっぱい運動

お年寄りや障がい者等のためのボランティア活動

郷土の歴史、文化を守り育てる運動

自然保護活動

リサイクル活動、省資源活動

子ども会などの青少年育成のための活動

祭り、文化祭、運動会など市や地域の行事

交通安全や防災・防犯活動

新しい特産品や土産品の研究開発

市民による自主的な活動への支援 

特になし

その他

無回答

4.8％

10.5％

10.4％

21.5％

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％

20.2％

13.0％

8.6％

4.6％

4.6％
6.6％
6.9％
8.1％
7.5％

10.3％

7.4％
9.6％

2.4％

9.2％
6.7％

1.5％
1.4％

8.7％
7.2％

5.1％

3.0％

H25

H15

まちづくりを考える自主的な集まりや組織

町内会や各種団体など、既存の組織・団体

説明会や公聴会、懇談会など

投書(市長のはがきやメール等)や要望など

世論調査(今回のようなアンケート調査など)

市役所や議会に一任し、自分では参加しない

あまり必要性を感じない

その他

無回答

0.0％ 10.0％ 30.0％20.0％ 40.0％

14.5％
13.0％

11.6％

11.6％

30.7％

12.2％

12.2％

10.8％

6.8％

3.2％
2.9％
1.8％
1.4％

8.9％
9.9％

6.3％

31.4％

11.0％

H25

H15
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